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ラジオフォトルミネセンス (RPL) とは蓄積型蛍光の一種であり、放射線照射によって蛍光体内

に新たにフォトルミネセンス (PL) 中心が生成される現象である。RPL 強度は吸収線量に比例す

ることから、この現象は線量計測に利用されており、RPL を示す Ag 添加リン酸塩ガラスは個人

被ばく線量計に検出素子として搭載されている [1]。RPL 現象は他の蓄積型蛍光である熱刺激蛍

光や光刺激蛍光と異なり、比較的最近になって認識された現象ということもあり、現状、Ag添加

リン酸塩ガラス、Eu添加・Sm添加蛍光体、Al2O3:C,Mg、LiFなどの限られた材料でしか報告され

ておらず、新規材料探索が今もなお行われている。 

CaF2の実効原子番号は人体軟組織のそれに近いことからドシメータとしての研究が盛んに行わ

れており、Euまたは Smを添加した CaF2は RPLを示すことが報告されている  [2, 3]。しかしなが

ら、これらの RPLは添加された発光中心元素に起因したものであり、Al2O3:C,Mgや LiFで観測さ

れているような母材欠陥に起因した RPLは CaF2において報告されていない。 

そこで本研究では、Eu や Smを添加していない無添加の CaF2に対して RPL特性を評価した。

また、母材欠陥に起因した RPLの場合、材料形態の違いにより特性に違いがあることが予想され

るため、異なる材料形態として単結晶、不透明セラミックス、透明セラミックスの RPL特性につ

いて比較研究を行った。 

図 1に CaF2サンプルの外観を示す。UV光下において、放射線照射前では発光を確認できない

が、放射線照射後では単結晶を除くサンプルで赤色の発光が確認された。図 2に放射線照射前後

の透明セラミックスの PL 励起/蛍光マップを示す。放射線照射前では発光帯は検出されなかった

が、照射後には発光帯が 660 nmおよび 760 nm付近に検出された。本講演ではこれらの発光起源

や線量応答特性などに加え、材料形態の違いによる特性の変化についても報告する。 

  

Fig. 1 Appearance of the CaF2 samples under UV 

light before and after irradiation. 

Fig.2 PL excitation and emission maps  of the CaF2 

transparent ceramic. 
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